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【１】ベトナム社会主義共和国の概要 

「ベトナム」という言葉から、ベトナム戦争・仏領インドシナ・ボートピープルなど暗いイメージを

連想される人も多いですが、ドイモイ政策の採用やＡＳＥＡＮへの加盟等により、急激な変容を遂げよ

うとしているベトナムは活力にあふれ「豊かさ」を目指して動きだしている国です。 

  

 １．ベトナムの現況 

      ◎正式国名…ベトナム社会主義共和国（Social Republic of Viet Nam) 

      ◎首 都……ハノイ 

   ◎面 積……約 33 万平方キロメートル（九州を除いた我が国の面積に相当） 

   ◎人 口……約 8,416 万人(2006 年）（ハノイ市：約 322 万人、ホーチミン市：約 611 万人） 

      ◎位 置……インドシナ半島東に位置し，南北に細長いＳ字形。 

         北は中国，西北にラオス，西南にカンボジアと国境を接している。 

            日本から直線距離で３，６００㎞。時差は２時間。 

      ◎民 族……ベト（キン）族約９０％ タイ族・中国漢族・カンボジア族他計５４族。 

      ◎宗 教……大乗仏教８０％ カトリック９％。カオダイ教，ホアハオ教。信仰は自由。 

      ◎教育制度…初等教育：小学校 5 年（就学率９５％）中学校 4 年（同４０％）           

高等教育：専門学校（高等教育就学率３.1％） 

           単科・総合大学（１００大学，うちハノイ市内に 43 大学）   

   ◎兵役制……２年間（１８歳～２７歳） 

      ◎識字率……９４％ 

      ◎通 貨……ベトナムドン ＜１円＝約１６０ドン（平成１９年８月現在）＞ 

 

 ２．政治機構 

      ◎政治体制…社会主義共和制 

      ◎政 党……ベトナム共産党 

      ◎立 法……国会（一院制）        

      ◎司 法……最高人民裁判所，地方人民裁判所，軍事・特別裁判所 

  

 ３．気候 

      ・ベトナム南部：熱帯モンスーン地帯…乾季と雨季があり，年間を通して暑い。 

      ・ベトナム北部：亜熱帯…………………雨の多い時期と少ない時期がある。夏と冬の気温差が 

                     大きく，夏は高温多湿で蒸し暑い。        

  ハノイ日本人学校帰国報告書 

    ～蓮の香る国ベトナムハノイより～ 

平成１８年度～１９年度 ハノイ日本人学校派遣教員 

現：夕張市立清水沢小学校 教諭 柏木 哲也 
 

３年「町たんけん」ホーチミン廟 



  ４．ベトナムの様子と生活 

 （１）住居・交通について 

     住居については、安全面から派遣教員を含む、多くの日本人在住者のほとんどが、セキュリテ

ィーシステムの完備されているマンションや住宅に住んでいま 

す。派遣教員は、交通事情が劣悪なハノイでは危険を伴うため、 

自動車やバイクを運転することはできません。現在、職員およ 

びその家族は、ドライバーと自動車の借り上げ、またはタクシ 

ー利用の二つの方法で移動しています。 

（２）食生活 

   ハノイで暮らしている日本人家庭の多くは、日本にいる時と同じような食生活を送っています。

また、現地の市場で新鮮な野菜や果物が多く安く購入できることから、炊事をメイドさんに委託

している家庭も少なくありません。また、日本人をはじめとするハノイ在住外国人の増加により、

日本食や西洋料理などのレストラン、日本食スーパーが増えました。更に、米食中心のベトナム

フードは、日本人の口にあうので、現地ローカルのコンビンザン（食堂）で食事をとる日本人も

います。最近では、バラエティーに富んだ食生活をすることができるようになりました。 

（３）医療 

高温・多湿のハノイでは、健康や医療に関しては不安材料の一つです。インターナショナルホ 

スピタルなどもありますが、病院事情はあまりよくありません。しかし、緊急時は、２４時間体

制で内科・小児科等の診療をうけることができ、日本人医師や通訳がいる病院もあるので、大き

な病気や怪我を除けば、安心して生活ができます。ただ、赴任に当たっては、肝炎や破傷風など

の予防接種を必ず受ける必要があります。 

（４）教育施設と用具 

 ハノイ在住の子どもたちは、日本人学校もしくは、インターナショナルスクールに通っていま

す。近年、日本語の幼稚園も設立されました。高校がないので、殆どの子どもたちは、小学校や

中学校の卒業を機に日本へ帰国したり、ベトナム国外にあるインターナショナルスクール等に進

学します。また、衣類や生活用品など品質さえ気にしなければ、ほとんどの物は現地で手に入る

ようになりました。しかし、品質のよい文房具やノートなどは入手できないので、日本から持ち

込まなければならないという煩わしさはあります。もちろん、習字セットや道具箱など、日本で

ないと購入できないものや、種子やねんどなどベトナム国内に持ち込めないものもあります。 

（５）観光や娯楽 

   ハノイには、城下町情緒あふれる旧市街や旧フランス統治時代に築かれた古い町並みが至る所

にあります。また、ハノイ市内から２００㎞のところに世界遺産のハロン湾もありますが、基本

的には、手近な娯楽施設は少ないです。テニスや水泳、漆絵や料理教室などをする日本人は多い

です。（テニスコートやプールについてはほとんど各住居にあります）。教職員の中には合気道や

ヨガ、サッカーなどのスポーツを仲間と楽しんでいる人もいま 

す。日本人学校の子どもたちは、サッカーや野球やテコンドー 

のスポーツに励んだり、レジデンス内の遊具で遊んだり、室内 

でゲームなどをして楽しんでいます。 

  

          2007 ｱｼﾞｱｶｯﾌﾟ Japan V.S Vietnam 戦→ 



５. 教育制度 

ベトナムの教育制度は、経済と同様に、ドイモイ政策の自由化を受けて大きく変わりつつあります。

現行の教育制度は、１９９８年の国会で成立した教育法に従っており、教育理念の中には「マルクス・

レーニン主義」や「ホーチミンの思想」という様

な社会主義国らしい内容が謳われています。教育

制度などの教育を司る主な機関は、国家教育訓練

省の管理下に置かれています。ベトナムの義務教

育的な期間は９年間となっています。最近では、後

期中学までの３年間を合わせた１２年間が普通教

育として考えられ、それが一般的になってきている

ようです。ベトナムの教師の社会的地位は比較的

高く、１１月２０日の“先生の日”が設定されて

いるなど、日本から比べると、少し独特なところ

も見受けられます。 

 (１) 初等教育（義務教育） 

 ６歳から１１歳までの５年間、日本でいう小学校

に相当します。週６日で１日あたり４時間を越えな

い範囲で２部制を取っている学校が多く、一クラス

が５０人以上であるということも稀ではありませ

ん。これは、子どもの数が学校の人数許容定数を遙

かに上回っていることが原因の一つにあげられます。（都市部）さらに、若い人口が増え続けているの

で学校の数は常に不足し、高等教育にも影響がでてきているのが現状です。授業形態は、教科担任制で、

一斉指導がほとんどです。最近では、私立の学校やフルタイムの学校がハノイやホーチミンなどにでき

て、熱心に教育を行っている学校も増えてきました。卒業年の５年生の最後には、一斉テストがあり、

その試験に合格すると卒業できるという仕組みになっています。 

(２) 前期中等教育 

 １１歳から１５歳までの４年間を過ごし、日本の中学校に相当します。学校の時間は初等教育とほぼ

同じです。１９９０年代の古い資料では、半分以上のベトナム人がこの前期中等教育を卒業しています。  

(３) 後期中等教育 

 １５歳から１８歳までの３年間が基本となり、より専門的な技術を学ぶ施設の場合には４年程度かか

る場合もあります。メインは日本の高校に相当する専門中学（前期中学を引き継ぐ学校）です。いずれ

の学校へ行っても、大学あるいはカレッジ（高等学校）へ進学することが可能です。  

（４）教育の特徴 

 ベトナムの教育は「理論」を重視し、実践が少ない傾向にあるようです。知識重視の学習方法、つま

り、いろんな事を知っているのが重要なこととされています。従って、児童・生徒が自ら考え、実践し、

目的意識を持って学習に取り組むといったようなことは非常に少なく、テストの得点には敏感に反応し

ます。より高得点をあげることが児童・生徒のステータスとなっているようです。「知識」が最優先さ

れ、物の見方や考え方などには全く関心がないようです。また、制度や規律を重んじ、中身よりも量、

体裁に非常にこだわるようです。教育や学ぶ事への価値観などは日本とは全く異なるシステムです。       

（資料 メコンデルタ イン ベトナム より） 

☆ベトナムの学校制度☆ 
保育園      ０歳～３歳  
幼稚園      ３歳～６歳  

ベトナムでは、多くの保護者が共働きである

家庭が多く、産後三ヶ月から仕事に復帰をする

母親も少なくありません。 
↓ 

初等教育（５年）  ６歳～１１歳  
ほとんどの学校で教科担任制をとり、一斉指

導を行っているところが多いです。 
↓ 

前期中学（４年） 1１歳～１５歳  
↓ 

後期中学（３年） １５歳～１８歳  
↓ 

大学・大学院へ （４～６年） 
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【２】ハノイ日本人学校の概要 

平成１９年度で創立１２年目を迎えた新しい学校です。平成１８年９月に交通運輸大学内の敷地か

らハノイ市中心部より約５km 西の郊外へ移転しました。新校地は，校舎，体育館，プール，テニスコ

ート，グランドなど，国内と変わらない設備・施設となっています。近年 

は、児童生徒数の増加が著しく、新校舎への移転もあり、学校運営や教育 

内容も更に充実を図り、大きく変わろうとしているところです。 

 

１．児童生徒数と推移 （平成１９年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ハノイ日本人学校「校訓」 

   やさしく かしこく たくましく 

 

３．学校教育目標 

（１）自ら進んで学習するかしこい子 

（２）思いやりのあるやさしい子 

（３）忍耐強く最後までやりぬく健康でたくましい子 

（４）世界の人々と共生できる国際感覚豊かな子 

 

４．具体的目標 

（１）目標を持って自ら進んで学習すると共に、自分で考え、自分で判断して行動する。 

（２）お互いを思いやり、認め合いながら協力して生活できる。 

（３）健康安全に留意し、進んで身体を鍛え、忍耐強く最後までやりぬく。 

（４）コミュニケーション能力を高めると共に、現地理解を通して自国文化と異文化理解を深める。 

 小  学  部 中  学  部 合 計

1-1 1-2 2-1 2-2 ３年 ４年 ５年 ６年 計 １年 ２年 ３年 計 

男 子 １１ ９ １０ １０ １７ １５ １３ ６ ９１ ８ ３ ７ １８ １０９

女 子 ６  ７ ８ ９ １０ １１ １５ １０ ７６ ６ ３ ０ ９ ８５

   計 １７ １６ １８ １９ ２７ ２６ ２８ １６ １６７ １４ ６ ７ ２７ １９４



５．ハノイ日本人学校の教育実践 

ハノイ日本人学校は、小学部と中学部で構成されています。各教科・道徳・特別活動においては、

日本の標準時数を上回る時数を確保し、実施されています。また、中学部はもちろんのこと、小学

部でも教科によっては、教科担任制をとっています。英語教育については、年間を通して週２回、 

ネイティブの現地採用講師による英語授業をすべての児童・生徒を対象に行っています。また、小

学部ではベトナム語の授業を、低学年は年間を通して週１回、中高学年は１学期間のみ週１回行っ

ています。水泳の授業は、５月から９月まで週１回２時間実施しています。中学部は授業後に週２

回の部活動を行っています。（そのうち 1回は小学部と一緒に活動するクラブ活動をしています。） 

現地校との交流は、創立以来なかなか難しいところがありました。しかし、平成１１年度にベト

ナムの子どもたちとの交流会を初めて実施することができました。現在では、ハノイ日本人学校の

教育活動の特色のうちの一つとなりました。 

 

 小学校英語  

ハノイ日本人学校の教育活動の特色として、開校以来、小・中学部において「英会話」授業を実施

し、実践を積み重ねてきました。平成２０年度の小学校英語の導入を前に、「小学校英語」を創設し、

独自の英語テキストを完成させ、英語教育がより充実したものとなっています。 

  ○外国人講師３名、日本人講師２名による授業 ○英語担当教師による企画・運営・授業 

  ○小学部英語 毎週２時間、中学校英会話 毎週１時間  ○英語検定（２級まで）の導入。 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

                

  べトナム語  

国際理解教育の視点から、「ベトナム語」の授業も行っています。身につけた力は、現地校と

の交流学習・町たんけん・現地の施設見学などでいかされています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
↑ 

１９年度に完成した英語のテキスト 

 



  水泳学習  

暑いハノイの気候を生かして、毎年５月から９月まで水泳授業を実施しています。７月には、水泳

記録会や水中競技を取り入れた水泳学習発表会を開催しています。 

   
 

 総合的な学習の時間  

総合的な学習の時間では、ここベトナムでしか見聞きできない題材を選び現地の人々との交流や

体験することを目的に取り組んでいます。中学部では、総合学習研究発表会も実施しています。 

   

バッチャン焼き絵付け体験      ＪＥＴＲＯでの取材      オリジナルのネムづくり 

 

 さまざまな「交流活動」～現地校との交流～  

国際理解教育の一環として、「ベトナムの小学校との交流会」「貿易大学の日本語学科の学生との

交流会」等を実施しています。  

     

タインコン A小学校との交流 グエン・フエ小学校との交流 ハノイ貿易大学の学生との交流 

※このようなさまざまな学習の成果は、毎年９月に行う「スクールフェスティバル」や１０月に

行う「大運動会」、２月の「総合的な学習発表会」などで発表しています。  

    

スクールフェスティバル        秋季大運動会        総合学習研究発表会 



【３】校内研究と現地理解研修 

１．校内研究との関わり 

派遣１年目は、「国際感覚豊かな子どもの育成」を主題とした国際理解教育の４年目の校内研修

に取り組みました。個人としては、コミュニケーション能力を育む教科指導を意識した算数科「四

角形を調べよう」の研究授業、総合的な学習の時間における「バチャン焼き体験」からベトナム文

化を学ぶ授業実践、社会科「町たんけん」の発展としての「ハノイガイドづくり」の授業実践など

を行いました。派遣２年目は、開校当初から目指している教育目標の具現化・文科省が掲げる今日

的な課題・ハノイ日本人学校児童生徒の実態・日本の児童生徒と同等それ以上の学力を身につけさ

せたいという保護者の願い・基礎的な学力を確実に身につけさせ、学習の楽しさや喜びを感じさせ

たいという教師の願いから、「主体的に学ぶ児童生徒の育成」を主題として研修を深めてきました。  

個人としては、国語を中心とした教科等で培ったコミュニケーション力を活かし、話し合い活動を

練り混んだ、バスケットボール型の基礎としての体育「バゴーンゲーム」の研究授業、生活科では、

「ベトナムと日本の遊び」の体験から、「遊
あそ

び体
たい

！験（あそびたいけん）新聞づくり」の授業実践

などを行いました。国際理解教育や校内研修の観点から、一定の成果は得られたように思いました

が、児童生徒の為になる研修はもちろんのこと、常に日本の教育の現状に目を配り、現実的で意義

のある研修を深めていくことが大切であり、今後の課題であると実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小学部３年生担任時実践）          （小学部２年生担任時実践） 

 
２．現地理解研修 

 ベトナム現地校での授業視察と教育を語り合う意見交流会、現地教育の実 

態や国際協力活動の現状報告を主とした青年海外協力隊による講話、ベトナ 

ムの福祉の一面を見ることができた Hoa Sua School の施設見学、学校・学 

級経営のあり方を十分に考える機会となった、日本と同じ在外教育施設であ 

る韓国人学校の視察研修は、大変貴重な現地理解研修となりました。 

算数科：四角形を調べよう 体育科：バゴーンゲーム 生活科：ベトナムと日本の遊び 

①「国際感覚豊かな子どもの育成」（平成１８年度） 

～コミュニケーション能力を育む教科指導を通して～ 

②「主体的に学ぶ児童生徒の育成」（平成１９年度） 

～指導方法の工夫を通して～ 

課題に前向きな取り組み 

興味・関心や意欲を持って

学習習慣を定着

学ぶ喜び 

○「自分で考えたい」 ○「なんとしてでも解決したい」 
○「友達に伝えたい」○「あそこを真似したい」 
○「先生のアドバイスで、ヒントを探せた」など 

○「目標に向かって具体的な学習スタイルができた」など 
○「決まった時間に学習に取り組める」 
○「言われなくとも学習に取り組める」 
○「私なりの学習方法がある」 

○「もっと、やりたい」 ○「もっと上手になりたい」 
○「自分で考えたい」○「次の時間が楽しみだ」など 

自ら進んで課題を見つけ、解決しようとする 

○「こんな場合は、どうなるのだろう」 

○「Ｂさんの考えから、目標が見えてきた」 

○「次の学習方法の見通しがつかめた」など 

総合：バッチャン焼き体験 

 



【４】派遣を終えて  

２年間のハノイ日本人学校への派遣が終わり、平成２０年３月に帰国しました。２年前に派遣される

時には、ベトナムは高度経済成長期の真っ只中で、日本企業の参入などによって、ハノイ日本人学校の

児童・生徒数が増加傾向にあり、日本人学校自体が大きく変化しようとしているところだと聞いていた

ので、期待と不安を胸に日本を後にしたのを覚えています。 

派遣１年目は、３年生の担任、体育部、環境教育部を、２年目は、２年生担任（学年主任）、体育部

主任、学校予算委員長を務めました。学級では、一人ひとりの思いが実現できる学級づくり、国語・算

数を中心とした「基礎・基本」の学力定着、現地校との交流を含めた現地理解教育を推進していくこと

に力を入れて取り組みました。どの学年もそうでしたが、父か母が外国籍である子、海外暮らしが長い

子、日本から現地に来たばかりの子など、クラスの児童の実態は様々で、日本語の能力に個人差はあり

ましたが、幸い私のクラスは、１年目は２７名、２年目は１８名だったので、個別指導や日記のやりと

りなど、日本に比べると細やかに子どもたちを見取ることができました。また、総合的な学習の時間で

は、バチャン焼きの体験や子どもたち手作りのハノイガイドブック作りなど現地ならではの素材を生か

した教育を進めることができ、現地の人との関わりなど、とても勉強になりました。 

校務分掌では、２年目に体育主任、予算委員長を兼任しました。体育部では、小学部から中学部まで

の体育科指導計画の見直しと作成、水泳大会から水泳学習発表会への移行、新校舎版運動会の企画と運

営を主に行いました。また、新校舎完成にあわせてのグランドの整地化計画や芝生化への遂行、プール

水質調査と薬剤の調達といった仕事も行いました。予算委員会では、ベトナムという国の事情やハノイ

日本人学校の設置者である日本商工会を中心とした学校理事会の考えを加味した予算の組み立てなど、

難しい面もたくさんありましたが、在外ならではの貴重な経験することができました。 

校内研究では、めざす子ども像にせまるための研究を推進・実践していくことはもちろんのこと、前

述の現地理解教育に加え、社会科や総合的な学習の時間で活用される副読本「シンチャオハノイ」の改

訂作業にも取りかかり、完成をみることができました。 

 その他に、派遣中の最も大きな出来事として、新校舎への移転作業・準備があり、学校運営上での苦

労も多々ありました。ベトナム現地の建築技術が十分でないために、新築後まもなくの校舎の補修、改

修に加え、水道水やプールなどの維持管理の一部を職員で行うなど、日本では到底考えられない事態に

対応する日々が続いたといったこともありました。 

私生活では、在住の日本人で結成されている社会人サッカーチームに所属し、毎週末に行っていたベ

トナムチームや在住韓国チームとの対戦、更には、ホーチミン在住日本チームとの試合など、これとな

い国際交流をすることができました。そのつながりから、ベトナムの大学生と日本人学校の子どもたち

との交流や施設見学に際してのパイプ役となってもらったということもありました。 

最後になりますが、全国各地の小中学校から先生方が集まる日本人学校でお仕事をさせていただいた

おかげで、様々な教育技術や考えなどを学び、たくさんのことを吸収することができました。その一方

で、それぞれの都道府県によってやり方も大きく違うので、常に謙虚な姿勢と寛容な心を持ち、保護者

のニーズに応えながら、また、その国の文化や気候や風土に逆らわずに穏やかな気持ちで仕事をするこ

とが大切であると痛感しました。ハノイで得た貴重な経験を生かし、今後は、ＯＤＡやＪＩＣＡなど海

外で活躍する日本人のこと、身近な素材から繋がっている世界や外国語に触れる体験をさせるなど、世

界に目を向ける子どもたちを育てていきたいと考えています。このようにかけがえのない機会を与えて

いただいたことに感謝し、日本の子どもたちのために還元していきたいと思います。 

【資料・文献】 ハノイ日本人学校ＨＰ・メコンデルタ イン ベトナム 


